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 師走となり、今年の干支亥年も終わりを迎え、新しい年がどの様になるのか気になる季節

となりました。来年は、十二支の始まりである子（ね）年であり、オリンピックイヤーでも

あります。気持ちを新たにする絶好の機会であるとともに、世界中から注目されるオリンピ

ックが開催される年にあたり、今からワクワク感が満載です。 

 ところで、昨今の報道で気になることは、COP25（気候変動枠組条約会議）で地球温暖

化をどう防ぐかを協議する場で、各国の立場が交錯し、なかなかまとまらないことです。 

そのような時に、スウェーデンの若干１６歳の環境活動家、グレタ・トゥーンベリさんの登

場で環境問題に世界の人々がより注目するようになりました。訴えていることは、ごく当た

り前のことのように思います。弊害となっているのは、国家間や大人社会の利害関係が優先

されていることです。今回も目標値までたどり着けるのは夢のまた夢なのでしょうか…？ 

◎ アウトリーチが今年度も大詰め！ 

  出雲フィルハーモニー・アウトリーチ事業が、「音楽と音楽家の出前２０１９」として、

今年度も１０月から教育機関や各施設への訪問が始まりました。今年は、『金管楽器とピ

アノ』、『弦楽アンサンブル』、『打楽器アンサンブル』、『木管楽器アンサンブル』、『ヴァイ

オリン・フルート・ピアノ・声楽のアンサンブル』の５つの編成で募集したところ、市内

各所から５８件の申し込みがありました。たくさんの申し込みに対して、諸般の都合です

べての施設に訪問できない現状に心苦しく思いますが、本アカデミーの事業に関心を持っ

てくださる施設が多いことに関係者一同大変喜びました。訪問する施設は、保育所５、幼

稚園５、こども園１、小学校３、教育支援１、高齢者福祉施設５の合計２０施設です。 

すでに１３施設については訪問を終えていますので、感想を寄せていただいた施設からの

声を一部ですが紹介したいと思います。 

 ◆金管楽器とピアノ ♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫ 

  児童に分かりやすく説明していただき、児童の心に深く残りました。あっと 

いう間の５０分間でした。それは、児童を飽きさせない様々な工夫がなされて 

いたからです。曲や楽器の説明、エピソードや音あてゲーム、楽器体験やアン 

コールでの「校歌」の演奏。最後まで集中して聴くことができました。普段の 

音楽の授業では、体験することのできないひとときでした。＜小学校から＞ 

 ◆弦楽アンサンブル ♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫ 

  今回は「弦楽アンサンブル」ということで、保育園ではあまりなじみのない           

楽器でしたが、子供たちは興味津々であっという間にそのきれいな音色にうっ 

とり♡引き込まれていました。また子供たちが普段から親しんでいる曲を演奏してくださったり、実際

に触れる体験をさせていただき、なかなかできないような体験をたくさんさせていただき、うれしく思
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っております。今回は２～３歳児の保育公開に合わせてお願いをしましたが、たくさんの保護者の方に

もぜひ聞いてほしかったなと感じました。目の前で「生の演奏」を聴かせていただき、貴重な体験をさ

せていただいたと同時に音楽や芸術に興味を持つきっかけとなったように思います。＜保育園から＞ 

 ◆打楽器アンサンブル ♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫ 

  アウトリーチの次の日から太鼓、タンバリン、トライアングル、木琴などの楽 

器を使い合奏を始めました。楽器に触れる際、「江角さんと畑山さん、どんな風に 

楽器を持っておられたかな？」と思い出しながら楽器の持ち方や鳴らし方を学び 

ました。生の演奏を聞かせてもらった後なので、“楽器に触れてみたい”という思 

いがあり、とても意欲的に活動に参加する姿が見られました。12月の発表会に向けて練習し、披露す

る予定です。＜幼稚園から＞ 

 ◆木管アンサンブル ♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫ 

  やはりプロの音楽家の生の演奏とあって利用者の皆さんの感動の声、反響はす 

ごくありました。「今まで聴いた演奏で１番‼」とおっしゃっていました。演奏 

だけでなく、本当に大きなステージからそのまま来て頂いた感じで、ドレス姿や 

珍しい楽器を見て、視覚で感じる刺激もあり、皆さん「きれいだね、素敵だね」 

と食い入る様に見ていらっしゃいました。手拍子をされたり、知っている曲は口ずさまれたり、目をつ

むって聴いておられたり、皆さんとてもここちよい表情で、思い思いに鑑賞されていた様に思います。

当施設の小さなデイケアルームのスペースでしたが、とても大きな舞台での演奏の様な贅沢な時間を

過ごさせて頂きました。＜高齢者施設から＞ 

 ◆ヴァイオリン・フルート・ピアノ・声楽のアンサンブル ♫♫♫♫♫♫♫♫♫ 

  間近での迫力ある生演奏に、最初に音が流れた瞬間、圧倒されている子どもた 

ちの様子が見て取れました。特に、4重奏での幼稚園園歌は、全く別の曲のよう 

なお洒落な仕上がりで驚きました。楽器体験もとても有意義なものでした。演奏 

会終了後に「私フルートを習いたいな」などつぶやいている子もいたほどです。 

それほど生の音楽に触れ、楽器を体験することは、子どもの興味を膨らませるものとなるのだと感じま

した。地域の人からは「大人にとっても癒される時間となりました。感動しました。ありがとうござい

ました。」との感想がありました。＜幼稚園から＞   

◎ 出雲の春音楽祭２０２０が始動！ 

今回のテーマは、「間奏曲」です。２０１６年度から始まった 

「連作交響神楽」がいよいよ終盤を迎えるにあたり、１度「間」 

を置くことにより、張り詰めた緊張感から解放され、早まる気持 

ちを抑え、ゆったりとした気持ちで間奏曲を楽しんでいただきた 

いと思います。先日、間奏曲「湖」が完成したことを受け、作曲 

家の“平野一郎”氏ご本人による公開講座が行われました。楽譜を拝見すると複雑な音列

が並んでいますが、奏でられた音楽は、まるで印象派のラヴェルやドビュッシーを聴いて

いるような心地良さでした。始まりの場面は、静かな湖面を背景に八百万の神々が出雲の

地に舞い降り、祝詞を唱える様子が思い浮かぶ印象を受けました…。  【次号に続く】   

 

 

 

 
作曲家による公開講座 

【このたよりは、本アカデミーホームページでも掲載します https://www.izumo-zaidan.jp/academy/】 

 


